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主論文 

How do we follow-up patients with adolescent idiopathic scoliosis?  Recommendations based on 

a multicenter study on the distal radius and ulna classification. 

 

DRU classification に基づく特発性側弯症の適切な観察間隔の設定 多施設研究 

 

  Yusuke Yamamoto, Hideki Shigematsu, Prudence Wing Hang Cheung, Akinori Okuda,  

Sachiko Kawasaki, Yasuhito Tanaka, Jason Pui Yin Cheung 

European Spine Journal. 2020 Aug;29(8):2064-2074.  



論文審査の要旨 

 

 本研究は、特発性側弯症について、診療の効率化・適正化を念頭に置き、従来よりも

簡便な骨成熟度指標（DRU 分類）を用いることの妥当性・信頼性を検討し示したもので

ある。この分類は、橈骨と尺骨の遠位骨端線２箇所を判定基準とする。 

研究のデザイン、統計解析、論文の構成、および考察内容のいずれについても、学術的

に適正であると判断した。論文の結論として、DRU 分類は側弯進行リスクと有意な関係

にあった。また、統計・数学的確率から患者さん各人の状態に見合った観察間隔・装具

装着の推奨をすることが可能と判断し得た。 

公聴会の発表は、明解で要領を得ていた。審査委員からは、１）骨成熟度判定のための

種々の指標に関する統計学的意義の確認、２）DRU 分類の基準測定でのさらなる工夫と

今後の prospective study に関する見込み、３）X 線被爆に関する考察、４）特発性以外

の器質的側弯症への知見拡大の期待と将来的俯瞰、などについて質疑があり、どれにつ

いても的確、明瞭かつ簡潔に意見を述べ、応答した。 

主論文の意義、公聴会での達成度、および参考論文に基づき、審査委員 3 名すべてが適

（博士（医学）の学位に値する）と判断した。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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